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　ストップ温暖化センターみやぎでは、今年から

環境省石油特別会計委託事業として『エコ de ス

マイルコンテスト in みやぎ』を始めました。年々

増加傾向にある CO2 排出量にストップをかけよ

うと、宮城だけではなく全国でいっせいに行われ

ています。

　このコンテストは、現在宮城県内で行われてい

る温暖化対策に効果のある取り組みや物を公募

し、選考委員会で審査し、優秀賞は全国大会へと

出場します。企業、NPO、NGO、団体、もちろ

ん個人でも応募することができます。遠くから輸

入していた食材を地元産に替えた取り組みや、地

域での省エネ・ごみ減量活動、緑のカーテン・打

ち水で夏を涼しく

過ごす工夫、エア

コンではなく暖炉

を使うなど、さま

ざまな取り組みを

募集しています。

　宮城県の環境へ

の活発な取り組みを PR する絶好の機会です。こ

のコンテストは３年間続きますので皆さんの取

り組みを教えてください。募集期間は８月 23 日

( 木 ) まで。詳細はストップ温暖化センターみや

ぎの Web-Site をご覧ください。

　５月、ジュゴンやサンゴの生きる豊かな自然を

持つ沖縄で、米軍基地を移設するため、日本の海

上自衛隊に『見守られながら』環境調査が行われ

ました。軍隊は人も環境も決して守ることはあり

ません。軍隊に『守られた』環境調査などという

ものがどれだけ愚かなものかということを知る必

要があります。

　かつてベトナムで、アメリカの軍隊は、マング

ローブの林を根絶やしにするためにダイオキシン

などを含む枯れ葉剤をまき散らし、人体にも大き

な影響を与えました。この７月、アメリカ軍の元

兵士が沖縄の訓練場でダイオキシンを含む枯れ葉

剤を散布、がんになっていたことが明らかになり

ました。沖縄からベトナムへ運ばれたのでしょう

か。何も知らされないまま４０年ほども過ぎてし

まいました。

　田島征彦さんの「てっぽうをもったキジムナー」

（童心社、2005 年）を読んでみましょう。夜に

なると島のまわりを飛び回って沖縄のひとをま

もってくれるというキジムナー。アメリカの軍隊

がおしよせてきたとき、ちいさなさっちゃんがキ

ジムナーだと思っていたのはかくれていた日本軍

の兵士でした。この日本兵はアメリカの兵隊に殺

されてしまいます。おじいさんはさっちゃんの話

を聞いて「てっぽうをもったひとは、てっぽうに

たおされるのさあ。・・・」といいます。この本

には沖縄の人たちが強いられ翻弄（ほんろう）さ

れてきた歴史、教科書から消されてしまった苦し

みが書かれています。沖縄を守ってくれるキジム

ナーとは何でしょうか。沖縄の環境を守ってくれ

るのは何でしょうか。少なくても鉄砲を持った軍

隊では決してないことだけは確かです。
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募集する取り組み
●個人や団体で創意工夫をこらした省エネ活動。
●地域の特性を活かしてＣＯ2排出量削減の成果を出している取り組み。
●地域住民や自治体と協力して温暖化防止活動を積極的に行っている
 取り組み。
 などその他、何らかの形で温暖化防止（ＣＯ2排出量削減）につながると思われる取り組みなら応募可能です。

対象
個人・企業・NPO・NGO・団体・自治体問わず

ストップ温暖化センターみやぎ　
（財）みやぎ・環境とくらし・ネットワーク（MELON）内

お申し込み先
お問い合わせ先

http://www.melon.or.jp/melon/HP

022-301-9145Tel 022-219-5710Fax
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古紙配合率100％再生紙を使用しています 環境に優しい大豆油インキを使用しています
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